
  

 

部活動別の新型コロナウイルス感染症予防計画 

学校名 部活動名 顧問名 

都立学校工芸高等学校 全日制 音楽部 尾引 亮太 

 

１ 当該部活動の基本方針 

 

 

 

 

 

 

２ 活動場所における感染症対策 

 

 

 

 

 

 

３ 活動前後の感染症対策 

 

 

 

 

 

 

４ 部室・更衣室等の利用計画 

 

 

 

 

 

 

５ 生徒自らが行動変容を考えるなどの指導の工夫 

 

 

 

 

様式２（部活動用） 

· 音楽活動を通じて集団活動の礼儀やマナーを学ぶ。 

· 技術的向上心を持って練習し、聴衆を魅了するエンターテイメントの工夫をする。 

· 機材を大切に管理して扱い、それらを使用して PAシステムの技術を学ぶ。 

・ミーティング等を通じて、生徒自らが感染症対策について検討する。 

・お互いの体調について情報共有し、感染リスクが高い場合は参加を控えるよう促す。 

・生徒自ら健康的な生活を送ることにより抵抗力を高めるよう促す。 

· 部室、放送室、視聴覚室は、ドアを開けてサーキュレーターを複数使用して換気する。 

· ボーカルスタンドマイクの前にアクリル板を設置し、ボーカルはその立ち位置から動かない。 

· ボーカル以外の演奏者、PA担当、照明担当、部員はマスクを着用する。 

· 設備や用具等は、アルコールによる消毒を行う。 

 

 

 

 ・健康観察を行う。 

・手洗いを必ず行う。手洗いができない場合は、アルコールによる指消毒を行う。 

・会食を禁止とするが、昼食を取る必要がある場合はお互い距離を保ち、黙食する。 

・換気を徹底するとともに、一度に使用する人数を制限する。 

・密集を避けるとともに必要のない会話は控える。 

・利用後は整理整頓し、速やかに退室する。 


